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「AST内での自身の立ち位置に迷っている」「ICNとしてできることが何か分からない」。
そんなあなたに今後の活動のヒントとなる先輩たちの活動を紹介します。

プランナー：渋谷智恵　公益社団法人 日本看護協会 看護研修学校 認定看護師教育課程 課程長（感染管理特定認定看護師）

公立阿伎留医療センター14
執筆者：�長谷川陽子　公立阿伎留医療センター�感染管理室�主任（感染管理認定看護師）

●病床数：305床　●平均在院日数：10.5日（2024年度）
●特色：東京都あきる野市に位置する地域の中核病院であり、二次救急指定病院かつ災害拠点病院とし
て急性期医療を担っている。一般急性期病床のほか、回復期リハビリテーション病棟や地域包括ケア病
棟、緩和ケア病棟を併設し、急性期のみならず在宅復帰・終末期まで切れ目のない医療を提供している。

施設紹介

●メンバー：医師（ICD：呼吸器外科医）1名、
抗菌化学療法認定薬剤師1名、臨床検査技師1
名、ICN 2名図1
●業務：
・ 週1回ASTカンファレンスを実施しており、

抗菌薬使用量や処方パターン、薬剤耐性菌検
出率などを定期的にモニタリングしている。

・ 各種培養陽性例や薬剤耐性菌検出例に対し
て適宜介入を行っている。

●看護師の役割：
・ 患者情報の収集や必要時の培養依頼、ベッドサイド観察を通じて現場とAST、主治医をつなぎ、抗菌

薬の最適化を支援している。
・ 院内教育や地域医療機関・保健所との情報共有により、院内外の感染対策体制の強化に貢献している。

ASTの概要

図1 �ASTメンバー：左からICN、ICN（筆者）、ICD、
薬剤師、臨床検査技師


